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令和８年度 第１回四條畷市子ども･子育て会議 議事要録 
 

日  時 令和８年７月２８日（火） 午後２時から 

場  所 四條畷市役所本館３階 委員会室 

（出席者）小寺委員長･柏原副委員長･河原委員･森田委員･市林委員･高橋委員 

三宅委員･中山委員・小林委員･井上委員･福井委員・山田委員 

 

１．開会  

事務局： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりましたので、只今から令和８年度第１回四條畷市子ども・

子育て会議を始めさせていただきます。 

皆様方にはお忙しいところご出席いただき、誠にありがとうございま

す。 

わたくし、本日司会を務めさせていただきますこども政策課の東でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

本日、傍聴者は１名となっております。本日の会議を公開してよろし

いでしょうか。 

次に会議の成立について、本日は子ども・子育て会議委員１２名中全

員が出席されており、四條畷市子ども・子育て会議規則第３条第２項の

規定により、過半数の出席がありますので、本会議の成立を報告いたし

ます。 

初めに、事前に送付しました配布資料の確認をさせていただきます。 

 

<資料確認> 

 

また、ご発言にあたって、議事録作成のため、音声が拾いやすいよ

う、マイクでお名前とともにご発言くださいますようお願いいたしま

す。 

議事に入ります前に、ご報告申し上げます。 

資料１をご覧ください。本会議の委員名簿でございます。 

本年度は保護者の第２号委員が退任されたことに伴い、新たに森田委

員にご就任いただいております。よろしくお願いいたします。 

新任の委員様もおられますので、委員の皆様にご紹介をお願いしても

よろしいでしょうか。小寺委員長より順に、時計回りでお願いいたしま

す。 

 

＜自己紹介＞ 

 

 ありがとうございました。続きまして、事務局側の出席者についてご

紹介させていただきます。 

また庁内関係者で組織する子ども・子育て実務者会議の委員も出席し

ておりますので、あわせて自己紹介させていただきます。 

 

<自己紹介> 

 

それでは、これ以降の議事につきましては、規則第３条第１項の規定
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により、委員長が議長となっておりますので、小寺委員長にお願いいた

します。よろしくお願いいたします。 

 

それでは、早速議事に入りたいと思います。 

案件１｢四條畷市こども計画の策定方針について｣､事務局から説明をお

願いいたします｡ 

 

昨年度３月に開催した子ども・子育て会議においてお示ししましたと

おり、今年度は四條畷市こども計画を策定予定です。策定にあたり、策

定方針を作成しましたのでご報告いたします。 

それでは、資料２をご覧ください。 

はじめに、計画策定の背景・趣旨ですが、令和５年４月１日に、こど

も家庭庁が設立され、同日にこども基本法が施行されました。こども基

本法第１０条において、市町村は国のこども大綱・都道府県こども計画

を勘案して「市町村こども計画」の作成に努めることとされています。 

こども大綱は、これまで別々に作成・推進されてきた、少子化社会対

策大綱、子供・若者育成支援推進大綱及び子供の貧困対策に関する大綱

を一つに束ね、子ども施策に関する基本的な方針や重要事項等を一元的

に定めたものです。 

こども大綱にのっとり、子どもの権利が守られ、将来にわたって幸福

な生活を送ることができる「こどもまんなか社会」の実現をめざし、本

市の子ども施策を総合的かつ計画的に推進するため、こども大綱や大阪

府の子ども計画を踏まえ、子ども施策に関する事項を一体的に定めるも

のとして、四條畷市こども計画を策定することを目的とします。 

次に、計画の位置づけについて説明いたします。 

本計画は、こども基本法第１０条に基づく市町村こども計画です。 

また、子ども・子育て支援法第６１条に基づく市町村子ども・子育て

支援事業計画、次世代育成支援対策推進法第８条に基づく市町村行動計

画、こどもの貧困の解消に向けた対策の推進に関する法律第１０条に基

づく市町村計画、母子及び父子並びに寡婦福祉法第１２条に基づく市町

村ひとり親家庭等自立促進計画、子ども・若者育成支援推進法第９条に

基づく市町村子ども・若者計画に位置付けます。 

計画の策定にあたっては、こども大綱や大阪府の子ども計画を勘案

し、市の最上位計画である四條畷市総合計画や上位計画の四條畷市地域

福祉計画及び四條畷市教育振興基本計画、その他の関連する個別計画と

の整合を図ります。 

また、子どもの権利条約の趣旨に基づき、すべての子どもがその人権

を侵害されることなく、その子らしく幸せに生きられる社会をめざし、

子どもの最善の利益尊重を謳った四條畷市子ども基本条例の理念や考え

を踏まえるものとします。 

計画期間は、令和９年度から１１年度までの３年間とします。これ

は、現行の子ども・子育て支援事業計画や、子ども・若者育成支援行動

計画の計画期間が令和１１年度までであるため、整合を図っておりま

す。 

次に、策定の視点についてです。 
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計画策定にあたり、大きく４つの視点をもって進めてまいります。 

１点めはこども大綱を勘案した計画であることです。こども大綱がめ

ざす「こどもまんなか社会」の実現をめざし、大綱で示されている、子

ども施策を推進するための「基本的な方針」「重要事項」「必要な事

項」を勘案した計画とします。 

「基本的な方針」「重要事項」「必要な事項」の主な内容は記載のと

おりです。 

次に策定の視点２点めは子ども・若者の視点を尊重した計画であるこ

とです。「こどもまんなか社会」をめざし、子ども・若者の視点や意見

を尊重し、反映した計画とします。 

３点めは四條畷市の現状に即した計画であることです。子どもを取り

巻く現状の把握を通じて課題と方向性を整理し、国や大阪府の動向を踏

まえ、本市の現状に即した実効性のある施策の展開を図る計画としま

す。 

最後が子ども・若者にわかりやすい計画であることです。子ども・若

者にわかりやすい形で情報発信を行うため、通常の計画のほか、概要版

及び子ども向け概要版を作成します。 

計画の策定体制としましては、 

（１）現状分析、既存計画・資料の整理です。就学前児童の保護者、

就学児童の保護者を対象としたニーズ調査（令和５年１２月）の結果、

小学第５学年・中学第２学年の全児童・生徒及びその保護者を対象とし

た子どもの生活に関する実態調査（令和５年７月）の結果、ひとり親家

庭等を対象とした第５次四條畷市ひとり親家庭等自立促進計画策定に係

るアンケート調査（令和５年８月）の結果、現行の第３期四條畷市子ど

も・子育て支援事業計画、第２期子ども・若者育成支援行動計画を踏ま

え、現状分析、課題整理を行います。 

また、本計画の策定にあたっては、保育所・こども園での園児からの

意見聴取やなわてふれあい教室での小学生からの意見聴取を行うことに

より、子ども・若者への意見聴取を、パブリックコメントの実施によ

り、広く市民からの意見や子ども・若者・子育て当事者からの意見を求

めます。 

加えて、庁内関係課１３課で構成する四條畷市子ども・子育て実務者

会議において検討を行い、学識経験者、保護者、事業主の代表者、子ど

も・子育て支援に関する事業に従事する者などで構成する本会議に諮

り、審議を行います。 

次のページにお移りください。 

また、四條畷市教育委員会定例会にて情報共有を行いながら検討を進

めます。 

計画策定のスケジュールは、４月に教育委員会定例会にて計画策定に

ついて報告、６月に現状分析・課題整理、７月に第１回実務者会議、第

１回子ども・子育て会議、教育委員会定例会にて策定方針について報

告、公立両園・なわてふれあい教室での意見聴取を行っております。 

以降は、９月に骨子案、１１月に素案を作成の上、実務者会議での検

討、子ども・子育て会議での審議を行うとともに、大阪府への協議を行

います。 

１２月から１月にかけては議会へ報告の上パブリックコメントを実施
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高橋委員 

 

 

こども政策課 

 

 

 

 

し、２月にはその回答の公表、議会報告を行います。３月には第４回の

実務者会議での検討、子ども・子育て会議での審議を経て計画策定を予

定しております。説明は以上です。 

 

ただ今の事務局からの説明に関しまして、ご意見、ご質問等はござい 

ませんか。 

 

ご説明ありがとうございました。 

５ 計画の策定体制の（２）子ども・若者への意見聴取ということ

で、幼い園児からの意見聴取をしてくださるということでうれしく思い

ますし、小学生からの意見聴取もとてもありがたいと思いますが、子ど

もというのが結構広範囲に渡っており、中学生、高校生も子どもの対象

年齢になると思いますが、今、中学生、高校生の居場所というものが問

題になっていますが、中学生や高校生に対する意見聴取は計画の中に含

まれていないのでしょうか。 

 

今回、直接調査を行って中学生にお聞きするということはありません

が、昨年度に小中学生を対象に行った調査がございます。 

 

青少年育成課の神本です。岡本課長がおっしゃった調査ですが、昨年

の７月に小中学生を対象に、総合計画、教育大綱、教育振興基本計画の

改定にあたったアンケートを実施しているのですが、そちらについても

参考にさせていただく予定です。 

 

市林です。今の質問の続きなのですが、子ども・若者への意見聴取の

中で、小学生がなわてふれあい教室での小学生に限られているのは何か

理由がありますか。 

 

青少年育成課の神本です。アンケートにつきましては小中学生につい

ては昨年７月の実施のものを聞いておりますので、さらに今、夏休みで

ふれあい教室の方で意見を聞かせていただいているところです。 

それにあたってはふれあい教室の児童を中心にということで、小・中

学生としてはその２つのアンケート結果を反映させたいと思っておりま

す。 

 

アンケートの方は割と幅広のものでしたが、今回はワークショップ的

な形で意見を聴取させていただいております。 

 

高橋です。こども園での園児からの意見聴取はどのような方法でされ

るのでしょうか。 

 

今回につきましては、全園で実施というのは難しいかなというところ

がございましたので、公立の両園で５歳児クラスのお子さんに対して、

お絵かきとお話という形で意見聴取をしているところです。 

四條畷のまちのどんなところが好きかなとか、どういったものがあっ

たらいいかなというような話を聞きました。 
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小寺委員長 

 

森田です。パブリックコメントの募集はこれからだと思いますが、以

前資料や議会などで、パブリックコメントを募集して、返ってくるコメ

ントの数がたくさんある事柄とそうでない事柄があると聞いたことがあ

ります。私もコメントしてみようかなと思うところまでは進んだことが

あるのですが、なかなか全部の資料を読んで、さらに何を答えるかとな

ると手を出せなかったのですが、今後パブリックコメントを募集すると

きに何か工夫されることなどを考えていらっしゃいましたら教えてくだ

さい。 

 

パブリックコメントについては基本的に広報やホームページ等での周

知ということになるかなとは思いますが、一般的な計画と違って、今回

については、概要版の他にも、子ども向けの概要版の方も作る予定でご

ざいますので、本体部分だけだとなかなかちょっと難しいかなという場

合も、概要版などを参考にしていただければ、中身の方もちょっと分か

りやすく見ていただけるんじゃないかというふうに考えています。 

 

今、パブリックコメントの話でしたが、摂津市でもよくパブリックコ

メントしていますが、積極的に市民がいろんな意見を出しても、それが

どう反映されたかというのは分かりにくい。 

本当に読んでくれてるのかなみたいな意見があるので、パブリックコ

メントを吸い上げて、それをきちっと考えてこういう結果になりました

っていうご報告をしていただけると、より市民も積極的に意見が言える

んじゃないかと思います。これは摂津市の反省点としていつも出ます。 

 

２点あります。 

１点めが、多分少子化対策はこの計画に入ってくるかなと思います

が、共働き・共育ての推進ぐらいしか引っかからないのかなと思いま

す。子育て世帯への経済的負担の軽減は少子化にはあまり効果がないと

いうのは政策レビューで出てきていますので、多分少子化という大きな

課題に対してあまりこの計画の現状の課題では少し弱いかなと思いま

す。いわゆる妊娠期のケアや支援がいるのかなと思います。 

もう１点が、今保護者の方からすごくご相談があるのが、いじめなん

ですが、いじめはなかなか学校の先生が関与されず、結局保護者・当事

者間で話をしてくださいとなり、こじれて私の手元にも今年度だけで７

件ぐらい話が来て、何件か介入して話をしたりしてるんですが、いじめ

の問題に対しては、多分教育振興基本計画というものに入ってるのかな

と思います。見ていると、予防するので頑張りますぐらいで、現状通り

でそこからバージョンアップするみたいな表現はなかったかなと思いま

す。やはりいじめに関しては件数もかなりあるので、できたらこの計画

に入れていただけたらなと思います。いじめの件数が多いので、学校の

先生方がすごく手が回ってないというところで関与されないケースが多

く、こじれることがあります。教育の分野に入るからやりにくい部分も

あるのかなと思うのですが、考慮していただけたらなと思います。 

 

こちらは要望ですか。 
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要望です。 

 

それでは私の方から１点、６月に社会福祉法等の改正が行われまし

た。その中で児童福祉法も対象になっておりますが、その児童福祉法の

改正については、かなり具体的な案が出ていますが、そのあたりを計画

の中でどのように位置付けていくかということに関しては、内部で議論

されておられますでしょうか。 

 

児童福祉法の改正も様々ありましたが、どのあたりの内容についてで

しょうか。 

 

小規模保育所についてです。 

 

満３歳以上限定小規模保育事業の件ですね。 

具体的に計画の方に反映する予定というのは特に現在のところはござ

いませんが、今後条例の改正の方はしていく必要があるのかなというと

ころで考えています。 

具体的にその事業を実施するかというところになりますと事業の実施

予定の方は考えておりませんので、計画への反映の方までは現在は考え

ていないところです。 

 

他にご意見等ございませんか。 

無いようですので、続きまして、案件２「保育施設等入所選考基準指

数表の見直しについて」、事務局から説明をお願いします。 

 

資料３－１に沿って説明いたします。また、資料３－２が現行の選考

表、資料３－３が変更案ですので見比べながらお聞きいただけたらと思

います。 

こちらについて、令和９年度当初入所選考受付の時期と合わせ、令和

８年１１月（１２月入所）選考からの変更を検討しています。 

現在、同点の場合の優先順位において、「認可保育施設に在園してい

ないこと」を優先順位の第４位として設定しています。これは、すでに

他園で保育認定を受けて通園している児童よりも、在園していない児童

を優先することを目的としています。 

しかし、現行の運用では「認可保育施設に在園していない」という判

断の対象が保育認定のみであり、教育認定を受けている、または新制度

未移行幼稚園に在園する児童も、いずれの園にも在園していない児童と

同様の扱いとなっています。 

このため、いずれの園にも在園していない児童が優先されるよう、第

５位に「認可保育施設（１号・新制度未移行幼稚園）に在園している」

を、第６位に「認可保育施設（２・３号）に在園している」を追加しま

す。 

これにより今後は、同点の場合は「在園のない児童」「１号・新制度

未移行幼稚園の在園児」「２・３号在園児」の順番に優先されることと

なります。 
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説明は以上です。 

 

ただ今の事務局からの説明に関しまして、ご意見、ご質問等はござい 

ませんか。 

 

今回の改正と話が異なると思いますが、保育士等の優先順位の加点と

いうのがあるんですけれども、現状、市内の認可施設のみになってて、

正直施設側からしますと、大東や寝屋川などの近隣から来られている人

も非常に多いので、できれば近隣市とタッグを組んで、近隣市内で入園

する場合にも加点などしていただけると、保育士さんの復帰もスムーズ

にいくのかなと思います。 

直近の園長会でも保育士さんが復帰できないのでプラスの受け入れが

できないみたいな事例が報告で上がってきています。寝屋川市さんは市

外の保育施設でも行けたかなと思いますので、そこは結構受け入れに響

きますので、範囲を広げていただけたらいいのかなと思います。 

 

各市さんによって選考基準は様々です。ただ、おっしゃってくださっ

ているように、保育士さんが復帰しないと職員体制に影響するというと

ころもございますので、他市の状況を確認したりそういったことを考え

ていただけないかという相談はできるかと思いますので参考にさせてい

ただきます。 

 

入所選考のことで、これも先ほどの話とはちょっとずれてくるかもし

れませんが、寝屋川市さんが入所選考で園による保護者面接を取り入れ

たということで、これは多分あまりない取り組みかなと思います。 

これに関しては、いろんなご意見があるみたいなので、四條畷市もそ

うした方がいいですよとかそういうことではないんですけども、何か園

と保護者のマッチングみたいなのも重要なんじゃないかっていう意見が

あったんです。 

隣接する寝屋川市さんの話なので、何か四條畷市の方でもそういうこ

とを考えられたりしていますか。 

 

現時点では選考基準での明確さというところで選考の方を行っており

ますし、園さんもお子さん、保護者さんと面談をしていくとなると、そ

の部分のご負担とかもかなりあるのかなと思いますので、今のところは

考えてはいませんが、寝屋川市さんがどのような形でやってらっしゃる

のかは確認しても良いかと思っています。 

こちらの方でも珍しいケースなのかなと思っております。 

 

他にご意見等ございませんか。 

無いようですので、続きまして、案件３「幼保連携型認定こども園星

子幼稚園の利用定員設定について」、事務局から説明をお願いします。 

 

令和８年８月１日開園に向けて、幼保連携型認定こども園星子幼稚園

から確認申請書が出されています。 

これは、施設型給付費による市の財政支援を受けるにあたっては、施
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小寺委員長 

 

 

市林委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

市林委員 

設の確認を市が行う必要があるためです。確認にあたっては、子ども・

子育て支援法において、子ども・子育て会議において利用定員について

意見聴取が必要とされています。 

資料４の１ページをご覧ください。 

教育・保育施設の区分ですが、幼保連携型認定こども園として申請さ

れています。 

次に２ページをご覧ください。 

施設名称は幼保連携型認定こども園星子幼稚園です。施設の所在地は

蔀屋本町１１番５号です。 

次に、開園時間は１号認定が９時から１４時で、２・３号認定が７時

３０分から１８時３０分です。 

次に、認可・利用定員について、１号認定が１５人、２号認定が４２

人、３号認定が２８人です。内訳は、１号認定が、３、４、５歳児それ

ぞれ５人ずつ、２号認定は３，４，５歳児がそれぞれ１４人ずつです。

３号認定は０歳児が６人、１歳児が１０人、２歳児が１２人の定員とな

っております。 

次に施設設備についてです。認定こども園の面積基準は、０・１歳児

が１人あたり 3.3㎡、２～５歳児が１人あたり 1.98㎡となっています

が、星子幼稚園は０・１歳児の乳児室が 71.98㎡で１人あたりの面積が

4.40㎡、２～５歳児の保育室が 185.26㎡で１人あたり 2.60㎡あります

ので、いずれの室も基準を満たしています。 

次に３ページをご覧ください。職員の配置状況については、保育教諭

については、基準が最低８人のところ、12.4人分の配置がございますの

で、こちらも基準を満たしていることを確認しています。 

また、幼保連携型認定こども園を設置する際には、大阪府の認可を受

けることが定められておりますが、その際に都道府県はあらかじめ幼保

連携型認定こども園に関する審議会での意見聴取を行うことが必須とさ

れています。審議会での意見聴取は６月２５日に完了し、大阪府からの

認可については７月末頃に受ける予定であることを確認しております。 

説明は以上です。 

 

ただ今の事務局からの説明に関しまして、ご意見、ご質問等はござい 

ませんか。 

 

星子幼稚園さんは私がまだ子育てバリバリやってたころになくなって

いった幼稚園さんですけど、以前はお母さん方がみんなで給食を作って

たりとか、おじいちゃんの先生が富士登山に連れていったりとか、なか

なかハードな幼稚園だったかなという記憶があるんですが、今度の幼稚

園は一体どんな幼稚園になるんでしょうか。 

 

具体的な保育の内容についてはこれから園の方で決めていくような流

れになるのかなというところですが、給食については、給食調理の業務

委託を行って、園内調理室において業者さんが調理するような形になっ

ております。 

 

今回の園長先生は２０年くらい前の園長先生と違う方ですか。聞いて
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いいのか分かりませんが。 

 

２０年前にされていた方ではございません。 

 

私も星子幼稚園と近隣なので、以前の星子のお子さんは、ご存じの方

もいるかもしれませんが、裸でマラソンというのが有名で、市内でもす

ごく有名な星子幼稚園というイメージがあります。 

今度の園長さんは、マラソンは実施されるのですか。 

 

今お聞きしている内容では、かなり珍しいプログラムと感じるものは

ございません。 

この今回の資料の４枚目、裏面に、その他の運営情報として施設の運

営方針とか教育保育の内容特徴の方も挙げておられまして、一定こうい

った内容を進めていきたいという形では考えておられます。 

園が色んな情報を HP、インスタグラムにも上げておられますので、も

しご興味がおありでしたらその辺りも見ていただけたら安心いただける

のかなと思います。 

 

もちろん送迎バスというものはありますよね。幼稚園なので。今はま

だ検討中ですか。 

 

今回認定こども園として開園されるのですが、スタートについてはバ

スの方は予定はございません。おいおいバスの方も運営していこうかと

考えておられるような状況です。 

 

園長会から１点、事業者個人として２点をお伺いしたいと思いますけ

ど、ます園長会から、今回０、１、２、３、４、５歳保育認定の定員を

設定することになりますが、現状７月の初日の時点で０歳児に関しては

定員を割れているわけですよね。 

在園児が８０人、２０人が内定、合計１００人認定が下りていて、あ

とは保留と待機入れても１１９人なので、現状割れている中でさらに定

員を設定するというのが懸念として挙がっていました。 

今後来年度以降、もし０歳が今年のベースより減った場合、当然０歳

児の定員としては充足しなくなるのでそこに関しては定員の見直しを検

討してほしいというのが園長会からの意見です。 

次に事業者としてですが、おそらく審査のときに確認されていると思

うのですが、まずこの学校法人星子学園さん自体の情報公開されていな

いかなと思います。 

当然、事業報告書であるとか役員名簿などは徴収されているかなと思

うのですが、園としては休止中であっても学校法人としては公開の義務

があるのかなと思いますので、そこが気になっています。 

次に上乗せ徴収ですが、入園準備金に３５，０００円、施設費で１

５，０００円というのが入っていますが、この内容については確認され

ていますか。 

 

内容というのは金額の具体的な内訳のことですか。 
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徴収するには根拠がいりますよね。 

入園準備金に関しては、国からの Q＆Aには明確に書いていませんが、

施設費に関しては、平均的な水準を超えた施設を整備するのに必要な場

合に徴収を検討すると書かれています。 

この間、園を見に行かせていただいた中で、それに該当するのかなと

クエスチョンでしたので、物価の高騰で費用が必要とかでもいいと思う

ので、何か根拠が必要だと思います。 

国の方でもここに関してはすごくトラブルが多いので、明確に根拠つ

けてくださいよとなっていますので、聞かれたほうがいいのかなと思い

ます。 

何となく５０，０００円くださいというのはなかなかトラブルのもと

になりますので、というのはひとつ気になってます。 

 

これについては回答は必要でしょうか。 

 

入園されたときにいくらと昔のルールを使っているところは旧の幼稚

園では多いですが、認定こども園となると公定価格で許されないところ

もありますので、確認していただければと思います。 

また、徴収してからトラブルになってから返金するとなると大変なの

で、まだどなたからも徴収していないかと思いますので、確認された方

がいいと思います。 

 

それではよろしくお願いいたします。 

 

私はこの幼稚園の現状知らないので、お話を伺った中で、特別支援教

育とか障がい児教育がありっていうことで、これは障がいを持った子ど

もたちを一緒に包摂して、やっていこうという保育の形と理解していい

のでしょうか。 

 

民間園も含めて全園共生保育ということで、障がいのあるお子さんも

含めて教育・保育を行っています。 

 

他にご意見等ございませんか。 

無いようですので、続きまして、案件４「乳児等通園支援事業（こど

もだれでも通園制度）の認可・確認について」、事務局から説明をお願

いします。 

 

子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律において、乳児等通園

支援事業、いわゆるこども誰でも通園制度が創設され、令和８年度から

新たな通園給付制度として全国で実施されています。本市においては、

４月から岡部保育所、忍ヶ丘あおぞらこども園で、７月からは忍ヶ丘い

るかこども園で実施されています。 

こども誰でも通園制度の実施にあたっては、市町村において認可・確

認を行う必要があります。関係法令等とともに、認可については、「四

條畷市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準」、確認につい
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ては、「四條畷市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準」に適合

しているかの審査を行います。また、子ども・子育て会議等において意

見を聴取することとなっています。 

まず、資料５－１をご覧ください。 

こども誰でも通園制度は事業類型が、一般型・余裕活用型の２つに分

けられます。一般型は通常の保育とは別で定員を設けるのに対し、余裕

活用型は施設の利用児童が定員に達しない場合に、定員の範囲内で実施

するものです。 

一般型の認可基準は、表のとおりとなっており、現在実施している３

園においては、一般型となっております。 

余裕活用型は、通常の保育の定員に達していない範囲で実施する性質

上、通常の保育の施設の認可基準を満たしていることが制度の認可基準

となります。 

受入れ方法はどちらも、利用者と曜日、時間を固定する「定期利用」

とそれぞれを固定しない「柔軟利用」があります。 

次に資料５－２をご覧ください。 

今回は星子幼稚園から申請が出されています。 

事業類型は余裕活用型で、利用方法は定期利用です。 

利用料は１時間３００円で、利用定員は概ね各年齢３人ずつ程度で

す。こちらは利用定員の空き枠を活用しますので、空き状況により変動

します。 

提供時間は９時から１１時３０分の間での実施です。 

主な認可基準の適否についてですが、安全計画の策定、食事の提供設

備、内部規定策定について適合、職員の配置基準についても、０歳児２

名以上のところ３名、１・２歳児４名以上のところ６名、設備基準につ

いても０歳児 19.8㎡以上のところ 30.25㎡、１・２歳児 56.76㎡以上の

ところ 72.89㎡で適合しています。 

主な確認基準につきましても、利用定員設定、運営規程策定について

適合していることを確認しています。 

説明は以上です。 

 

ただ今の事務局からの説明に関しまして、ご意見、ご質問等はござい 

ませんか。 

 

素朴な疑問ですが、いつからスタートされるのですか。 

 

一応８月１日開園をめざしておられますので、今日ご意見の方も聴取

させていただいて、問題なければ早速決裁の方をとらせていただきたい

という形で考えております。 

 

認定こども園の園長として 1つお伝えするとしたら、８月１日開園で

８月１日に誰通をやるというのは無理があるかなと思います。園として

体制がとれてない中で日替わりでいろんなお子さんが来る体制をとると

いうのがかなり無理があるのかなと思います。 

認可取られるのは結構かなと思いますが、まず少し様子を見られた方

がいいのではないですか。既存の園でも、誰でも通園制度を実施するの
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に相当用意して、リスク取ってしなければならないことなので、８月１

日はちょっと無理があると思いますよ。 

 

余裕活用型というところですので、本来、通常の保育のお子さんが入

っているところなんですけれども、今回新たな園というところで空き枠

があるのではないかというところを踏まえて、空き枠を活用して実施で

きればという形で余裕活用型とされております。 

保育の方はですね、通常１日というところになりますけれども、こど

も誰でも通園制度については２時間半だけというところで、少しだけ、

お試しで、園に通うことをやってみるっていうような事業となっており

ます。 

もちろん心配していただいているように、安全面については、十分配

慮していただきながら実施していただくことなるとは思います。 

ただ、実際の申し込みが、どうなるかというところですので、実際は

８月１日に開園してもすぐに８月１日にお子さんがいるかというのはま

た別の問題かなと思っています。 

 

資料５－２の教育・保育在籍児童数が全部０ということは、８月１日

から入園を予定されている方の人数も全部０人ということですか。 

 

これはあくまで在籍児童数ですので、園が開園していないので、在籍

児童も申請を出された時点ではいらっしゃらないというところでござい

ます。 

 

ということは、８月１日から開園はするけれども、まだ通うお子さん

がいらっしゃるかどうかは分かってなくて、保育士さんとか幼稚園の先

生は確保されているのですか。 

 

お子さんがいるいないに関わらず、職員の必要な人数はそろえていた

だいている状態です。また、実際には申込はございましたので、一定数

は入られる予定となっております。 

 

ちょっとお聞きしたいんですけど、新しい建物ができて、こういう設

備ができてこういうふうに整っています、何歳から何歳までお預かりを

します。 

今直接聞かせていただいて分かりましたが、周りの方は中身が分から

ないので、一般の方や、周りの方の見学とかはされないのですか。 

新しくできたものを見せていただくということは考えておられないの

ですか。 

 

園の見学会もすでに実施されております。 

 

先ほど園の先生が言われたように８月１日開園で、誰でも通園という

のは読めないっていうのを、摂津市でも聞いていて、保護者との対応

や、毎日通っている子どもさんではないというのもあって、これから入

所してくる子どもたちのことをまず第一に考えて、幼保連携型認定こど
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も園を進めていくならば、子どもはそこで生活してるので、安全な保育

に対する慎重さや子どもに対する丁寧さは必要かなというのは感じたの

で付け加えて言わせていただきます。 

 

あくまで認可日が８月１日で、８月１日から事業としては実施可能で

すよという状況になるというところですので、実際はそこから申し込み

があって、実際に保護者さんとお子さんと面談していただいて、事前面

談の中でそのお子さんの状況などをお伺いし、把握した上で実施してい

ただくという流れになりますので、安全面には十分気をつけて実施して

いただきます。 

 

河原です。少し付け足しでお聞きしたいのですが、４月から公立のこ

ども園などで、もう誰でも通園制度はされているということで、どれぐ

らい需要があって、来られている方のご意見や園での様子などを少しだ

け教えていただければと思います。 

 

公立園ですが、忍ヶ丘あおぞらこども園では１クールめが９名、今は

２クールめになっており１５名、岡部保育所では１クールめが６名、２

クールめについては今確認しておりますのでお待ちください。 

また、定員には満たないですが、今後周知をしながら多くの方に利用

していたければと思っています。 

保護者さんからの声ですが、普段家庭では経験できない砂遊びや、今

の時期でしたら水遊びなどを存分にできることがいい経験になっている

とうことと、同年齢の子どもたちと触れ合うことができることが子ども

たちも楽しみにしているし、お母さんたちもその時間はリフレッシュで

きるということで大変好評価をいただいています。 

岡部保育所は２クールめが９名となっております。 

 

やっぱりちょっと８月に認可を下ろすということは、お墨付きをあげ

るということなので、認可日をせめて９月とかにしたらどうですか。 

やはり無理があると思います。おっしゃる通り、制度上問題もないし

ルール上問題もないというところですが、それ以外の事情を勘案する必

要が当然ありますよね。 

なので、８月で認可してすぐは利用者が来ないだろうというのはその

通りですが、やはり認可を下ろすということは、その施設がちゃんとで

きますよということを審査して認可を下ろすという行為なので、そこま

で急ぐ意味もないのかなと思います。 

それだったら９月とか１０月で少し準備期間ということで、この場で

それについて決めてしまって、市の方で９月なら９月と言えば、９月か

らの開始で申し込みにも十分期間を取れるわけなので、実務的にはそん

なに問題がないのかなと思うんですが、何か絶対８月１日に認可を下ろ

さなければならない理由はあるんでしょうか。 

 

今回につきましては、あくまで利用状況の空き枠を活用するものにな

りますので、認可が遅くなればその分空き枠が埋まってしまって、実際

に事業ができなくなるという恐れはあるかなとは思います。 
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ただ、８月１日じゃないと絶対いけないのかと言われると、それは絶

対ということではないです。今回は申請をいただいて、基準上問題な

く、こちらとしては一定園の方も見学させていただいた上で問題ないで

あろうという判断をしているところで、開園日に合わせて事業のスター

トも８月１日で良いのではないかと考えております。 

 

在園児さんはある程度把握というか、いろんな特性とかをお持ちのお

子さんもいらっしゃるので、職員数は満たしているということなので、

安全面はクリアはされていると思いますが、中山先生がおっしゃること

も、そのご心配も理解はできますが、もう決まっているので今更変える

のはできないのではないのですか。 

 

ここでノーと言えば認可は下りないですが、それでいいのですか。 

 

あとは、定員の空き状況で始まるということなので、そもそも定員を

満たしていたら受入れはないですよね。 

 

通常定員内で人が増えたらそれはいいのではないですか。 

 

実際には、かなり４歳児５歳児さんクラスに大きく空きが出ている状

態ですので、職員数についてはかなり対応が可能な状態にもあるかなと

は思います。 

 

ということで、８月１日からということでよろしいですか。 

 

今回いただいたご意見につきましては、星子幼稚園さんの方にはしっ

かりお伝えさせていただいて、不安に感じられているところをしっかり

払拭できるように対応していただくようにこちらからも強く申し上げた

いと思います。 

 

いろいろ不安な点が意見として出てきましたが、市としては再度開始

日が変わるということはないですね。 

８月１日からということでいいですか。 

 

こちらとしましては、８月１日からでどうでしょうかというところで

考えています。 

 

それでは、こども誰でも通園制度についてはこの内容で進めていただ

ければと思います。 

続きまして、案件５「その他」について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

子ども・子育て会議委員の報酬についてお知らせいたします。 

令和８年４月１日に「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償等に関する条例」の改正に伴い、子ども・子育て会議委員に係る報酬

額が改定されました。 
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小寺委員長 

このため、各委員５００円金額が上がっていますのでご報告いたしま

す。 

次に、次回の子ども・子育て会議の日程についてお知らせさせていた

だきます。 

今年度はこども計画策定のため４回の開催を予定しております。第 2

回は、９月２８日（月）午後２時から、場所は本日と同じ、本館委員会

室を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

 

ただ今の事務局からの説明に関しまして、ご意見、ご質問等はござい 

ませんか。 

特に無いようですので、これをもちまして、「令和８年度第１回四條

畷市子ども・子育て会議」を閉会いたしたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

＜閉会＞ 

 

 


